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稲敷市議会だより　第36号 2

　平成２６年第１回稲敷市議会定例会が、２月２５日から３月１８日まで
の２２日間にわたって開かれました。開会日には、市長から３３議案が提
案（専決処分の承認１件、条例制定１件、条例改正９件、各会計の補正予
算９件、平成２６年度各会計予算１２件、市道の認定１件）されました。
　最終日には、各常任委員長から審査経過等の報告を受けた後、討論・採
決を実施し、議案は全件可決承認されました。また、市長提案の人事案件
２件が同意されました。その他、選挙第１号が執行されました。
　議会の審議内容及び議決の概要結果については、下記をご参照ください。

【開 催 日】 【 審 議 内 容 】

２月２５日（火）開会
議案について市長の提案理由説明を受ける（３３議案）。
人事案件１件について市長の提案理由説明後、質疑、討論
を省略し採決を行う。

（議案調査のため２月２６日は休会）
２月２７日（木）議員による市政一般に関する通告質問を行う。【５名】
２月２８日（金）議員による市政一般に関する通告質問を行う。【４名】

議案に対する通告質疑はなく、審査のため各常任委員会へ
議案３３件を付託する。

３月　３日（月）
３月　４日（火）常任委員会による付託議案審査　【総務教育常任委員会】

（議事整理のため３月５日は休会）
３月　６日（木）
３月　７日（金）常任委員会による付託議案審査　【市民福祉常任委員会】

３月１０日（月）
３月１１日（火）常任委員会による付託議案審査　【産業建設常任委員会】

（議事整理のため３月１２日は休会）
３月１３日（木）平成２６年度当初予算案の全体審査会

審査会終了後、議会運営委員会および議会全員協議会を開
催

（議事整理のため３月１４日、１７日は休会）
３月１８日（火）各常任委員長から付託議案に対する審査報告を受ける。

議案３３件に対して討論、採決を行う。
市長より追加議案２件（人事案件）が上程され、提案理由
説明後、質疑、討論を省略し採決を行う。
選挙第１号　執行
閉会

審
議
さ
れ
た
議
案
と
そ
の
結
果
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一般会計、特別会計、公営企業会計
合計355億162万8,000円の大規模予算
議案番号 件　　　　名 内　　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

議案第１号
専決処分の承認を求めることに
ついて（平成25年度稲敷市一般
会計補正予算（第５号））

税還付金及び障害者福祉費における人
件費等の増額の補正 市民福祉 原案承認

（20：０）

議案第２号 稲敷市安全な飲料水の確保に関
する条例の制定について

これまで県条例で規制されていた小簡
易専用水道、飲用井戸等の規制が、市
に権限移譲されたことに伴う条例制定

産業建設 原案可決
（20：０）

議案第３号 稲敷市公告式条例の一部改正に
ついて

市内18箇所の広告式掲示場を市役所各
庁舎の4箇所に変更するもの 総務教育 原案可決

（20：０）

議案第４号
稲敷市部設置条例及び稲敷市子
ども・子育て会議条例の一部改
正について

子ども・子育て業務の一元化により、
行政サービス向上と事務の効率化を図
るため教育委員会内に子ども・子育て
支援担当課を設置する

総務教育 原案可決
（20：０）

議案第５号
稲敷市防災会議条例及び稲敷市
災害対策本部条例の一部改正に
ついて

災害対策基本法の一部を改正する法律
が、公布施行されたことに伴う条例改
正

市民生活 原案可決
（20：０）

議案第６号
稲敷市職員の自己啓発等休業及
び修学部分休業に関する条例の
一部改正について

地方公務員法が改正され修学部分休業
の期間が、自治体に委ねられたため、
期間の上限規定の文言を改正するもの

総務教育 原案可決
（20：０）

議案第７号

稲敷市特別職の職員で非常勤の
ものの報酬及び費用弁償に関す
る条例及び稲敷市一般職の職員
で非常勤のものの報酬及び費用
弁償に関する条例の一部改正に
ついて

非常勤特別職の職員のうち、その職務
の性質により、非常勤の嘱託職員の任
用規程を新たに定め、任用の適性を図
るため改正するもの

総務教育 原案可決
（20：０）

平成26年第１回
稲敷市議会定例会
平成26年第１回
稲敷市議会定例会

一般会計216億3,800万円を可決！一般会計216億3,800万円を可決！

平成26年第１回
稲敷市議会定例会
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議案番号 件　　　　名 内　　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

議案第12号 平成25年度稲敷市一般会計補正
予算（第６号）

予算総額を208億2,701万９千円とする
継続費、繰越明許費、地方債の補正を
行う

各常任委員会 原案可決
（20：０）

議案第13号 平成25年度稲敷市国民健康保険
特別会計補正予算（第４号） 予算総額を59億5,562万１千円とする 市民生活 原案可決

（20：０）

議案第14号 平成25年度稲敷市農業集落排水
事業特別会計補正予算（第３号）予算総額を5億3,530万６千円とする 産業建設 原案可決

（20：０）

議案第15号 平成25年度稲敷市公共下水道事
業特別会計補正予算（第４号） 予算総額を19億817万３千円とする 産業建設 原案可決

（20：０）

議案第16号 平成25年度稲敷市介護保険特別
会計補正予算（第２号） 予算総額を31億4,568万円とする 市民生活 原案可決

（20：０）

議案第17号 平成25年度稲敷市浮島財産区特
別会計補正予算（第１号） 予算総額を147万３千円とする 総務教育 原案可決

（20：０）

議案第18号 平成25年度稲敷市古渡財産区特
別会計補正予算（第２号） 予算総額を486万６千円とする 総務教育 原案可決

（20：０）

議案第19号
平成25年度稲敷市基幹水利施設
管理事業特別会計補正予算（第
２号）

予算総額を１億5,451万７千円とする 産業建設 原案可決
（20：０）

議案第20号 平成25年度稲敷市後期高齢者医
療特別会計補正予算（第１号） 予算総額を８億9,297万９千円とする 市民生活 原案可決

（20：０）

議案第21号 平成26年度稲敷市一般会計予算 予算総額を216億3,800万円とする
（前年比8.8％増） 各常任委員会 原案可決

（19：１）

議案第22号 平成26年度稲敷市国民健康保険
特別会計予算

予算総額を58億4,125万３千円とする
（前年比3.6％減） 市民福祉 原案可決

（19：１）

議案第23号
平成26年度稲敷市、稲敷郡町村
及び一部事務組合公平委員会特
別会計予算

予算総額を15万５千円とする
（前年比0.6％減） 総務教育 原案可決

（20：０）

議案第24号 平成26年度稲敷市農業集落排水
事業特別会計予算

予算総額を４億566万５千円とする
（前年比2.3％増） 産業建設 原案可決

（20：０）

議案第25号 平成26年度稲敷市公共下水道事
業特別会計予算

予算総額を18億9,637万４千円とする
（前年比2.4％減） 産業建設 原案可決

（20：０）

議案第26号 平成26年度稲敷市介護保険特別
会計予算

予算総額を33億4,281万円とする
（前年比6.1％増） 市民福祉 原案可決

（20：０）

議案第27号 平成26年度稲敷市浮島財産区特
別会計予算

予算総額を124万円とする
（前年比0.1％増） 総務教育 原案可決

（20：０）

議案第28号 平成26年度稲敷市古渡財産区特
別会計予算

予算総額を352万９千円とする
（前年比0.1％減） 総務教育 原案可決

（20：０）

議案第29号 平成26年度稲敷市基幹水利施設
管理事業特別会計予算

予算総額を１億8,521万１千円とする
（前年比17.9％増） 産業建設 原案可決

（20：０）

議案第30号 平成26年度稲敷市後期高齢者医
療特別会計予算

予算総額を８億4,301万円とする
（前年比0.02％増） 市民福祉 原案可決

（19：１）



議案番号 件　　　　名 内　　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

議案第31号 平成26年度稲敷市水道事業会計
予算

予算総額を13億3,486万９千円とする
（前年比0.4％減） 産業建設 原案可決

（19：１）

議案第32号 平成26年度稲敷市工業用水道事
業会計予算

予算総額を951万２千円とする
（前年比6.1％増） 産業建設 原案可決

（20：０）

議案第33号 市道路線の認定について 稲敷・美浦連絡道路を認定するもの 産業建設 原案可決
（20：０）

議案第34号 副市長の選任について 行方市　内田　久紀 ― 原案同意
（20：０）

議案第35号 監査委員の選任について 議会選出監査委員の逝去に伴い、木内
義延議員を選任 ― 原案同意

（19：０）

選挙第１号 江戸崎地方衛生土木組合議会議
員の補欠選挙について 竹神裕輔　議員を指名推薦により決定 ― 当選
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中一ギャップとは、小学校から中学校に進学し
た際に学習内容や生活リズムなどの環境の変化

に対応できず、目標を失ったり、学力低下、いじめ、
不登校が急増する現象です。平成22年６月定例会にて
浅野議員が質問を行っているが、稲敷市の現況とその後の取り組み状況を伺う。

本市では、小学校から中学校への円滑な接続が図れるよう、児童生徒の
交流や教師の連携、教育課程編成の工夫を進めており、複数小学校での

連携した学校行事による中学入学に向けた横の繋がりを深め、中学入学時に学校
生活オリエンテーション、部活動体験期間の設定をし、ゆっくりと中学校生活へ
の適応を図り、安心して学校生活を送れるよう支援しています。
　学習については、非常勤講師等を活用し学力不振つまずきの早期解消を図って
います。

一
般
質
問

市
政
を
問
う

第
１
回
定
例
会
に
は
、
９
名
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁
に
つ
い
て
、
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

松 戸 千 秋
議 員

中一ギャップへの取り組みは

投
票
率
向
上
へ
の
対
策
と
そ
の
成
果
は

教育長 児童生徒の交流や教師の連
携等を進める

積
極
的
に
選
挙
の
周
知
、

広
報
を
行
い
投
票
率
向
上
に
努
め
る

松戸

入
場
券
に
宣
誓
書
印
刷
す
る

こ
と
に
よ
る

投
票
の
簡
素
化
は
、
他

市
の
状
況
を
参
考
に
十

分
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。
成
果
に
つ
い
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は
、
４
月
の
市
長
選
で
は
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．
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％
、

７
月
の
参
院
選
で
は
46
．55
％
で
し
た
。

ま
た
、
９
月
の
知
事
選
で
は
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．
64
％

で
県
内
最
下
位
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
深

く
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

選
挙
告
示
日
以
前
の
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り
組

み
と
し
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は
、
稲
敷
広
報
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
内
２
１
３
カ
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の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の
設
置
、
防
災
無

線
、
情
報
発
信
メ
ー
ル
に
て
お
知
ら
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を
行
い
、
ま
た
、
市
内
シ
ョ
ッ
ピ
ン
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セ
ン
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に
て
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票
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー

国
民
一
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一
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意
思
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基
本
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あ
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ら
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政
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り
、
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ま
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さ
ま
ざ
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あ
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と
思
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が
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向
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に
向
け

今
ま
で
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力
し
て
き
た
こ
と
と
、
そ
の

成
果
に
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て
、
伺
う
。

期
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前
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票
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て
は
ど

う
か
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松
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松
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挙
管
理
委
員
会
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教育長

書
記
長

書
記
長
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政
市

を
問
う

保
健
福
祉
部
長

大湖 金四郎
議 員

臨
時
給
付
金
の
申
請
手
続
き
は

国
か
ら
の
指
示
に
従
い
準
備

作
業
を
進
め
る

①
に
つ
い
て
は
、
6
月
末
に

市
民
税
が
確
定
し
た
後
、
該

当
者
に
通
知
を
郵
送
し
制
度
の
案
内

周
知
を
行
う
予
定
で
す
。

　

②
に
つ
い
て
は
、
税
務
課
、
児
童

福
祉
課
、
保
護
室
な
ど
関
係
部
署
と

連
携
し
個
別
認
識
に
徹
底
し
て
望
み

ま
す
。
ま
た
、
電
算
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
迅
速
か
つ
正
確
な
対
応
が
で
き

る
よ
う
準
備
し
ま
す
。

　

③
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
保
護

の
観
点
か
ら
、
担
当
部
署
が
直
接
該

当
者
に
周
知
、
勧
奨
が
で
き
な
い
こ

と
や
税
の
未
申
告
者
の
取
扱
等
の

問
題
が
予
想
さ
れ
る
。

こ
と
し
の
４
月
か
ら
消
費
税

が
８
％
に
な
り
、
所
得
が
低

い
人
ほ
ど
影
響
が
大
き
く
な
る
。
そ

の
負
担
を
緩
和
す
る
た
め
に
実
施
さ

れ
る
の
が
臨
時
福
祉
給
付
金
と
子
育

て
世
代
臨
時
特
別
給
付
金
で
す
。
そ

の
申
請
手
続
き
に
つ
い
て
伺
う
。
①

対
象
者
全
員
に
通
知
は
で
き
る
の

か
。
②
申
請
、
審
査
方
法
に
つ
い
て

は
、丁
寧
に
準
備
し
て
も
ら
い
た
い
。

③
現
時
点
で
の
問
題
は
な
い
の
か
。

部
長

大
湖

２月14日から15日にかけ大雨が降
り、高橋川が満水の状況になったが、

幸い住宅への浸水被害は免れた。また、昨
年の台風26号にも大きな被害が出ており、
それを教訓に住民が安心して生活ができる
よう関係箇所との協議、対策を講じてきた
と思う。その内容を伺う

国県を巻き込み堤防の工事を行って
も、霞ヶ浦の水が満水となった場合、

稲敷市民の被害を最小限にとどめるために
も、調整池が必要ではないか。また、美浦
村との協議はおこなっているか。

調整池の効果はあると思いますが、
財政等の問題があり対策を検討する

必要があります。
　また、美浦村長とも話をしており、両市
村において災害対策の共通認識、共通課題
として検討協議していきます。

ると考えます。
　当面の対策として、堤防地盤高が低い部
分のかさ上げ、住宅周辺の排水方向、流量
調査の実施、強制排水施設の設置の可能性
の調査を専門コンサルタントへの委託発注
を行い専門的な協議も行っています。

昨年の台風26号は、江戸崎観測所史
上最大の降雨量を記録し、高橋川か

らの越水により周辺住宅に床上、床下浸水
の甚大な被害を与えました。２月の大雨で
も越水はないものの周辺住民が危険を感じ
るほどの増水に見舞われました。高橋川の
越水問題は、構造上の問題だけでなく、排
水区域が、美浦トレセンを含め広範囲であ
るためです。これらの問題可決のために、
美浦村との協議を進めることと併せて、国
県を巻き込んでの総合的な検討が必要であ

高橋川流域の水害対策を問う
田口市長 国、県、美浦村との総合的な対策を進める

大湖

大湖

市長

市長



稲敷市議会だより　第36号 8

一
般
質
問平成24年3月に稲敷市後期総合計画が策定された。その中

で、人口問題プロジェクトチーム、カップリングパーティ、
中学3年までの医療費助成は、それぞれ効果あるのかもしれない
が、定住促進策としての効果があったとは言い難い。市の重要施
策と位置付けられている人口問題について、これまでの政策がど
んな効果を生み、何が不足しているのか、調査研究したことは大事なことになります。研究
を重ねた上で、既存の政策の変更や再検討をするべきではないか。急速に進む人口問題に対
し今後どのような考えで対応していくのか伺う。

人口の社会増に働きかける定住促進策は考えているのか。

人口減少対策の所管である企画課が、全課横断的に
取りまとめ、対策を推進しているのか。

人口減少問題は、乗り越えなければならない最大の政策課題と認識しています。特に
当市の場合、市外への人口流出による社会減が重要な問題です。桜川認定こども園開

設、医療助成の中学生までの拡充などの子育て支援策の実施や雇用対策の充実として江戸崎
工業団地への企業誘致を進め、若者の就労の場を確保するなど取組んでいます。さらに、あ
らゆる手段を横断的に組合せ総合的な政策をより一層講じます。

人口減少を食い止めるための直接的な施策につ
いては、先進自治体の取り込みについて情報収

集を行い、稲敷市にふさわしい効果的な施策を講じていき
ます。

企画課において、人口問題プロジェクトチーム
を立ち上げ、人口推移の整理やアンケート分析、

稲敷エール便の発行、さらに総合計画の実施計画策定にお
いて、人口問題を最重要課題とした重点プロジェクトの進
捗状況の確認作業を毎年各課とヒアリング行い横断的に対
応しています。

山 本 彰 治
議 員

急速に進む人口減少問題対策は
田口市長 実現可能な施策を調査研究し

進めたい

山本

山本

山本

市長

市長公室長

市長公室長

４月１日現在の人口44,690人



稲敷市議会だより　第36号9

政
市

を
問
う

竹 神 裕 輔
議 員

自
殺
防
止
対
策
の
状
況
は

保
健
福
祉
部
長

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
タ
ー
部
会
協
議
を

進
め
る

昨
年
９
月
に
自
殺
対
策
協
議
会

（
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
タ
ー
部
会
）

が
設
立
さ
れ
た
が
、
会
議
内
容
、
活
動

方
針
、
構
成
は
ど
の
よ
う
な
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
の
か
。

　
自
殺
で
な
く
な
る
方
の
約
３
分
の
１

が
経
済
苦
等
で
あ
る
。
そ
こ
で
多
重
債

務
者
対
策
に
つ
い
て
ど
う
取
り
組
む
の

か
。
ま
た
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
相

談
状
況
等
は
ど
う
か
。

　
学
校
教
育
現
場
に
お
け
る
自
殺
予
防

教
育
に
つ
い
て
、
現
在
、
市
内
の
小
中

知
ら
せ
を
掲
載
し
市
民
へ
の
周
知
し
ま

す
。
ま
た
、
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
消
費
生
活
専
門
員
等
の
資
格
を
も

つ
相
談
員
が
週
４
日
相
談
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。
平
成
24
年
度
は
、
相
談
件

数
が
１
８
９
件
で
そ
の
内
多
重
債
務
者

相
談
は
、
５
件
で
す
。

稲
敷
市
地
域
自
立
支
援

協
議
会
の
専
門
部
会
と

し
て
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
タ
ー
部
会
が
設
置

さ
れ
構
成
は
、
家
庭
児
童
相
談
員
、
看

護
師
、
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
、
市
の

精
神
保
健
福
祉
士
で
す
。
取
組
み
内
容

は
、
自
殺
に
関
す
る
相
談
や
必
要
な
取

組
み
内
容
の
検
討
、
内
閣
府
の
資
料
か

ら
の
先
進
事
例
に
よ
る
自
殺
防
止
対
策

の
協
議
、
広
報
紙
に
よ
る
啓
発
活
動
等

の
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

多
重
債
務
者
対
策
に
は

相
談
窓
口
へ
の
誘
導
が

解
決
へ
の
第
一
歩
と
考
え
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
広
報
、
に
て
相
談
会
等
の
お

平
成
24
年
３
月
に
稲
敷
市
教

育
振
興
基
本
計
画
を
作
成

し
、
道
徳
教
育
、
人
権
教
育
、
学
校
保

健
を
充
実
さ
せ
命
の
大
切
さ
を
実
感
で

き
る
教
育
を
実
施
す
る
よ
う
指
導
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
各
学
校
で
自
殺
予
防

を
視
野
に
入
れ
た
授
業
を
計
画
的
に
実

施
し
生
命
を
尊
重
し
自
殺
を
回
避
で
き

る
能
力
を
育
て
、
将
来
に
わ
っ
て
生
き

る
力
、
生
き
抜
く
力
の
育
成
を
目
指
し

ま
す
。

竹
神

保
健
福
祉
部
長

学
校
で
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
組

み
を
行
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

教
育
長

産
業
建
設
部
長



稲敷市議会だより　第36号 10

一
般
質
問

時
点
で
の
対
象
件
数
の
把
握
な
ど
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
調
査
を
行
い
十
分
検
討
し
て
い
き
た

い
。

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
派
遣
事
業

は
、
平
成
18
年
度
か
ら
25
年
度
ま
で

に
88
件
実
施
し
、
耐
震
補
強
は
２
件
、
改
築

は
１
件
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
は
、
ま
ず
住
宅
の
耐
震
評
点
を
知
っ

て
い
た
だ
き
木
造
住
宅
耐
震
診
断
の
普
及
に

努
め
る
の
が
第
一
で
あ
り
、耐
震
補
強
設
計
、

耐
震
改
修
事
業
の
導
入
を
考
え
る
上
で
、
現

２月８日から９日にかけての関東地方、稲敷市を襲った大
雪は、積雪量としては、20センチから25センチも積った。

水戸気象台の被害状況とりまとめによると死者１名、負傷者197
名、停電7万2,400件であった。そこで、大雪に対する市の対応、
被害状況を伺う。また、住宅に隣接した道路の除雪について伺う。

例年どうり冬季は、路面凍結防止作業の業務委託をしていますが、今回の大雪では、
委託業者のみでの対応ができなったため、２月９日職員を招集し、市内業者、衛生土

木組合にも依頼し、２月14日までの６日間除雪を行いました。また、大雪関連の要望件数は、
除雪50件、倒木２件、凍結防止剤散布６件、その他２件の合計79件ありました。また、除雪
は市道でも回り道ができない、孤立した路線も考慮し作業を行いました。さらに職員だけで
は対応できない場合もありますので、市民の皆さまにもご協力をお願いしたいと思います。

山 口 清 吉
議 員

大雪時の除雪、生活道路の確保は

一
般
住
宅
の
耐
震
強
度
の
強
化
に
つ
い
て

産業建設部長

産
業
建
設
部
長

市職員、委託業者、
衛生土木組合で対応

現
時
点
の
対
象
件
数
を
把
握
し
検
討
す
る

山口

市
で
は
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
派

遣
事
業
と
し
て
一
般
住
宅
の
耐
震
診

断
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
耐
震
強
度
測

定
を
何
件
実
施
し
、
そ
の
結
果
何
件
耐
震
強

度
が
補
強
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら

は
地
震
が
来
て
も
壊
れ
な
い
住
宅
を
作
る
こ

と
に
助
成
し
、
一
般
住
宅
の
耐
震
不
足
を
補

強
す
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
実
施

す
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

山
口

部
長

部長

こ
の
ほ
か
、｢

延
滞
金
の
減
免｣

に
つ
い
て
、
社
会
保
障
制
度
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
に
つ
い
て
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

?
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
と
は
…

一
度
だ
け
の
調
査
に
終
わ
ら
な
い
で
さ
ら
に

そ
の
後
同
一
対
象
を
追
い
か
け
一
定
の
期
間

を
お
い
て
続
け
る
調
査
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政
市

を
問
う

産
業
建
設
部
長

柳 町 政 広
議 員

稲
敷
市
の
今
後
の
農
業
政
策
は

で
き
る
限
り
の
農
家
支
援
の

取
り
組
み
を

飼
料
用
米
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ

等
と
協
力
し
専
用
種
子
の
確
保

に
最
大
限
に
努
め
て
い
き
ま
す
。ま
た
、

出
穂
期
の
用
水
機
場
の
稼
働
確
保
に
つ

い
て
は
、
各
土
地
改
良
区
に
稼
働
期
間

の
延
長
等
を
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

　

情
報
伝
達
、指
導
に
つ
き
ま
し
て
は
、

飼
料
用
米
を
今
年
度
取
り
組
ま
れ
た
方

に
対
し
て
、
12
月
に
内
容
の
チ
ラ
シ
を

配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、

３
月
初
旬
か
ら
旧
町
村
ご
と
に
関
東
農

政
局
か
ら
も
同
席
を
い
た
だ
き
、
集
落

座
談
会
を
開
催
し
詳
細
を
説
明
し
て
い

く
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
の
新
規
の
転
作
補
助
金
に
つ
き
ま

し
て
は
、
国
か
ら
の
交
付
金
が
10
ア
ー

ル
あ
た
り
１
万
５
千
円
か
ら
７
千
５
百

円
に
減
額
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
主
食

用
米
の
支
援
策
と
し
ま
し
て
、
市
単
独

で
５
千
円
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

国
の
農
業
政
策
が
大
き
く
舵
を

切
っ
た
今
般
、
補
助
率
の
高
い

飼
料
用
米
を
、
促
進
し
て
は
ど
う
か
。

そ
の
た
め
の
講
ず
べ
き
対
策
と
、
農
業

関
係
者
へ
の
情
報
伝
達
方
法
や
指
導
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。
ま
た
、
今
年
度
よ

り
採
用
さ
れ
る
市
の
転
作
助
成
金
の
内

容
に
つ
い
て
伺
う
。

部
長

柳
町

集団登校中の痛ましい事故が多発し
ているところだが、通学路の安全確

保の取り組みと、また、ヘルメットの導入
について伺いたい。

通学路の安全対策としましては、平
成24年度には、市道のスクールゾー

ン、標識、路面標示の新設や塗り替えなど
の対策を実施しました。国・県道の歩道や、
新たな危険個所につきましては、道路管理
者、警察署などに、対策を要望・依頼して
いるところです。同時に、交通安全教室の
実施や、教員による引率や見回りなどによ
る安全指導も行っています。
　ヘルメットにつきましては、自転車通学
だけでの着用で、その他の児童につきまし
ては、ＪＡから寄贈いただいている黄色い
安全帽で、安全確保を指導しているところ
です。

徒歩通学児童の安全対策を
教育部長 通学路の安全確保と交通安全指導を

柳町 部長

警察官による交通安全指導



稲敷市議会だより　第36号 12

一
般
質
問市民の皆様に読書に親しんでもらう取組みや、図書館利用

推進を図るため ｢読書通帳｣ の導入を検討してはどうか。
また、特に小学生の読書意欲を高める取り組みについて伺う。

これから、稲敷市図書館では、読書に親しんでもらう取組みとして、図書館の手作り
による、「読書貯金通帳」を作成していきます。これは本のタイトルや感想などを自

分で記入できるものです。
　浅野議員からご提案のありました、銀行のＡ
ＴＭと同じように自動で記帳できる読書通帳機
の設置につきましては、利用者のニーズを把握
したうえで、検討していきます。
　小中学校の取り組みとしましては、市内６小
学校に図書館司書の配置、そして市内全ての小
中学校に司書教諭が配置されています。また多
くの小学校では、朝に読書の時間を設けたり、
読み聞かせ会の実施など、本に親しむ習慣を
養っているところです。

浅 野 信 行
議 員

読書意欲を高めるため、
読書通帳の導入を

教育部長 小学校から本に親しむ習慣を

浅野

部長

現
在
、
稲
敷
市
で
は
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
や
夏

ま
つ
り
の
協
賛
金
に
よ
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
花
火
、
釣
り
愛
好
団
体

に
よ
る
河
川
清
掃
活
動
や
へ
ら

ぶ
な
の
放
流
事
業
な
ど
が
行
わ

れ
、
こ
れ
も
稲
敷
市
へ
の
賛
同

や
応
援
の
一
つ
と
考
え
ま
す
。

　

多
く
の
方
々
の
賛
同
、
応
援

を
い
た
だ
く
手
法
と
し
て
、
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ

い
て
も
大
い
に
参
考
に
し
な
が

ら
調
査
研
究
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る

資
金
調
達
を

田
口
市
長
多
く
の
方
々
の
賛
同
、

応
援
を
い
た
だ
く
手
法
を
模
索

税
金
に
頼
ら
な
い
施
策

の
一
つ
と
し
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
不
特
定
多
数
の

人
々
か
ら
小
口
の
資
金
を
募
る

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

活
用
し
、
地
域
振
興
に
活
か
そ

う
と
す
る
取
組
み
が
広
が
っ
て

い
る
。
稲
敷
市
も
10
周
年
を
迎

え
、
ま
た
圏
央
道
の
全
面
開
通

も
間
近
に
迫
る
中
で
、
こ
の
よ

う
な
、
賛
同
で
き
る
ア
イ
デ
ア

や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
地
域
振
興

活
性
化
の
取
組
み
を
し
て
は
ど

う
か
。

浅
野

市
長

読書通帳で読書意欲の向上を
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政
市

を
問
う

田
口
市
長

高野 貴世志
議 員

都
市
計
画
の
見
直
し
は
あ
る
か

情
勢
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く

圏
央
道
の
開
通
に
伴
う
企
業
進

出
や
、経
済
情
勢
の
回
復
な
ど
、

再
び
開
発
圧
力
が
高
ま
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
適
切
な
土
地
利
用
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
を
図
る
た
め
に
も
、
当
面

は
線
引
き
制
度
を
継
続
し
、
情
勢
を
見

な
が
ら
改
め
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

地
区
計
画
に
つ
き
ま

し
て
は
、
圏
央
道
の

開
通
や
地
域
振
興
を
図
る
た
め
、
地
区

計
画
制
度
や
区
域
指
定
制
度
等
の
検
討

を
、
農
政
部
局
等
と
の
調
整
も
踏
ま
え

て
、
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

稲
敷
市
合
併
前
に
策
定
さ
れ
た

都
市
計
画
区
域
の
指
定
が
す
で

に
20
年
も
経
過
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
合
併
後
も
そ
の
ま
ま
の
状
態
で

現
在
に
至
る
。
線
引
き
の
対
象
と
な
る

江
戸
崎
地
区
と
新
利
根
地
区
の
、
市
街

化
調
整
区
域
で
は
新
た
な
開
発
が
で
き

ず
、
今
後
の
発
展
性
が
望
め
な
い
。
見

直
し
の
考
え
は
あ
る
の
か
。
ま
た
各
地

区
の
「
地
区
計
画
」
の
策
定
予
定
は
あ

る
か
を
伺
う
。

市
長

高
野

市内にいくつかある工業団地のほか
に、約30ヘクタールの高田地区の

工業専用地域があり約20年間、買い手が
つかない状態でいる。策定当初とは情勢が
変わり、地代や地形などから今後も誘致は
難しいと思われる。市内のもっと条件のい
い場所に移すことは考えられないか。

地域の指定は、県で行うも
ので、一度指定された場所

をなくして別の場所に移すということは、
難しい話ではないかと思います。

により、結果的に公共投資ができない状況
でした。今後は土地利用のあり方について、
再検討していきます。また、企業誘致につ
きましても見直しの動向を踏まえ、いろい
ろな面で検討していきます。

高田地区の工業専用地域の指定は平
成６年に線引きが決定し、位置づけ

られました。その後20年にわたる景気低迷

工業専用地域の見直しを
田口市長 土地利用のあり方を検討

高野

産業建設部長

市長

産
業
建
設
部
長



稲敷市議会だより　第36号 14

一
般
質
問圏央道の稲敷インターチェンジアクセス道路の中で、西町

から佐倉区間の工事が進んでいない。現時点での進捗状況
はどのくらいか。また、建設予定の江戸崎パーキングエリア周辺
の土地利用計画について伺う。

アクセス道路の北側工区につきましては、県事業として用地買収を進めているところ
ですが、土地改良地図と現況が合わないなどの問題があり、用地買収が他区間より遅

れ、工事には至っていない状況です。進捗状況の早い区
間が完了後、速やかにこの工区に整備されるよう、県に
要望していきます。
　江戸崎パーキングエリア周辺の土地利用につきまして
は、具体的な供用開始時期は未定であり、全線開通後の
利用者数についても予想がつかない状態です。当面は
パーキングエリアが供用開始時にその一部をお借りし
て、ＰＲ活動を行いながら検討を行ってきます。

稲敷インターチェンジの周辺計画
田口市長 アクセス道の早期完成に向け

県に要望を

根本 根 本 光 治
議 員

市長

台
風
26
号
の
被
害
情
報
発
信

は
、
他
の
作
業
が
集
中
し
広

報
活
動
が
手
薄
に
な
っ
た
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
教
訓
に
、
台

風
27
号
接
近
時
は
、
職
員
の
配
備
態

勢
や
人
員
、
機
材
を
即
座
に
見
直
し

体
制
を
整
え
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
防

災
無
線
や
メ
ー
ル
等
の
広
報
手
段
で
、

災
害
情
報
を
速
や
か
に
発
信
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
被
害
状
況
の
把
握
や
対
応

状
況
を
、
防
災
通
信
シ
ス
テ
ム
や
災

害
時
優
先
電
話
、
消
防
団
の
デ
ジ
タ

ル
無
線
等
を
使
用
し
て
、
災
害
対
策

本
部
に
集
約
し
、
適
切
な
対
応
を
行

え
る
系
統
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
現

在
作
業
中
の
稲
敷
市
防
災
計
画
の
中

で
、
こ
の
こ
と
が
具
体
的
に
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
後
こ
の
計
画
に
従

い
、
防
災
訓
練
を
重
ね
、
実
効
性
を

高
め
て
い
き
ま
す
。

　

危
機
管
理
室
に
つ
き
ま
し
て
は
、

組
織
替
え
の
中
で
平
成
27
年
度
に
は

作
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
実
質
的

に
機
能
す
る
の
は
組
織
が
定
着
し
、

新
庁
舎
に
移
っ
た
時
点
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

市
民
に
有
益
な
災
害
情
報
の
伝
達
と

災
害
対
策
の
強
化
を

田
口
市
長
体
制
を
整
え
、

災
害
対
策
本
部
で
一
元
対
応

３
・
11
以
降
、
再
三
に
わ
た

り
指
摘
し
て
き
た
情
報
発
信

が
、
こ
の
度
の
大
雨
災
害
時
も
ほ
と

ん
ど
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の

原
因
と
防
災
計
画
の
中
で
の
位
置
づ

け
は
ど
う
か
。
ま
た
、
い
つ
起
こ
る

か
分
か
ら
な
い
災
害
に
対
し
て
の
対

応
に
命
令
を
下
せ
る
危
機
管
理
室
等

の
設
置
時
期
を
伺
う
。

根
本

市
長

稲敷IC付近の周辺計画は



討
　
論
討
　
論

議
案
第
21
号
‥
平
成
26
年
度
稲
敷

市
一
般
会
計

議
案
第
31
号
‥
平
成
26
年
度
稲
敷

市
水
道
事
業
会
計
予
算

議
案
第
22
号
‥
平
成
26
年
度
稲
敷

市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

議
案
第
30
号
‥
平
成
26
年
度
稲
敷

市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算

■
反
対
討
論

■
反
対
討
論

■
反
対
討
論

■
反
対
討
論

山
口
清
吉
　

　

市
民
が
、
長
引
く
デ
フ
レ
不
況
の

中
で
稲
敷
市
政
に
期
待
す
る
こ
と

は
、
高
齢
者
福
祉
の
充
実
、
国
保
税

の
引
き
下
げ
、
学
校
給
食
の
無
料
化

な
ど
、
生
活
す
る
上
で
の
負
担
軽
減

で
あ
る
。
消
費
税
増
税
、
年
金
削

減
、
物
価
上
昇
と
市
民
の
暮
ら
し
は

ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
。
１
１
１
億

円
の
基
金
が
市
民
の
く
ら
し
と
福
祉

の
た
め
に
有
効
に
使
わ
れ
る
こ
と
を

望
む
。

山
口
清
吉
　

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
水
道
料
金
に

消
費
税
増
税
分
３
％
が
上
乗
せ
に
な

り
、
20
ミ
リ
管
で
10
立
方
メ
ー
ト
ル

当
た
り
２
、
７
０
０
円
と
こ
れ
ま
で

よ
り
75
円
値
上
が
り
す
る
。
一
方
、

一
般
会
計
か
ら
の
補
助
金
は
、
平
成

24
年
度
以
来
、
毎
年
の
減
額
と
な
っ

て
い
る
。
水
道
料
金
の
引
き
下
げ
は

稲
敷
市
の
課
題
で
あ
り
、
こ
こ
で
値

下
げ
を
実
施
す
れ
ば
、
活
力
あ
る
市

民
生
活
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

山
口
清
吉
　

　

平
成
26
年
度
稲
敷
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算
の
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
、
特
に
そ
の
他
繰
入
金
は

山
口
清
吉
　

　

平
成
26
年
度
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
保
険
料
改
定
が
行
わ
れ
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
高
齢
者
を

差
別
し
、
高
い
負
担
を
押
し
つ
け
る

制
度
で
あ
り
、廃
止
す
べ
き
で
あ
り
、

家
族
が
一
緒
の
保
険
を
復
活
し
、
国

の
助
成
を
ふ
や
し
て
、
高
齢
者
医
療

は
無
料
に
す
べ
き
で
あ
る
。

７
、
１
２
０
万
円
も
減
額
さ
れ
て
い

る
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を

ふ
や
し
て
、
被
保
険
者
の
負
担
を
軽

く
す
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
医
療
費

に
占
め
る
国
庫
負
担
の
割
合
を
１
９

８
４
年
改
悪
前
の
医
療
費
の
45
％
に

戻
す
よ
う
、
国
に
働
き
か
け
る
べ
き

で
あ
る
。

稲敷市議会だより　第36号15
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常任委員会の審査経過と結果

総
務
教
育
常
任
委
員
会

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長
　
根
本
　
光
治
　

第
1
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ

れ
た
13
議
案
の
う
ち
、
平
成
26
年
度

稲
敷
市
一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
主

な
質
疑
、
答
弁
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。は

じ
め
に
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い

て
で
す
。
秘
書
広
聴
課
へ
の
質
問
で

は
、
継
続
費
で
54
億
540
万
円
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
総
額
で
は
い
く
ら

ぐ
ら
い
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
と
の

質
問
に
対
し
、
総
事
業
費
は
財
政
サ

イ
ド
と
協
議
を
し
、
60
億
円
の
範
囲

の
中
で
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

こ
の
答
弁
に
対
し
、
60
億
円
と
い

う
金
額
が
妥
当
か
ど
う
か
議
論
さ
れ

て
な
い
。
市
民
の
方
は
報
道
等
で
53

億
円
と
思
っ
て
い
る
。
市
長
は
身
の

丈
に
あ
っ
た
庁
舎
と
い
う
こ
と
で
当

初
約
35
億
円
の
予
算
で
ス
タ
ー
ト
し

て
い
る
が
、60
億
円
と
な
っ
た
場
合
、

市
長
の
説
明
責
任
は
必
要
と
考
え
る

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

財
政
課
へ
の
質
問
で
は
、
総
事
業

費
が
60
億
円
に
な
っ
た
場
合
の
財
政

計
画
等
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
し

て
い
る
の
か
と
の
質
問
に
対
し
、
こ

れ
か
ら
は
各
小
学
校
の
統
廃
合
や
、

庁
舎
建
設
に
伴
う
公
共
施
設
等
の
再

編
も
あ
り
、
そ
れ
ら
を
含
め
た
中
で

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
る
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
答
弁
に
対
し
、
地
方
交
付
税

が
20
億
円
も
減
少
し
、
今
後
、
収
入

の
増
も
見
込
め
な
い
中
で
、
将
来
的

に
投
資
的
な
事
業
が
で
き
な
く
な
る

の
で
は
と
危
惧
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ

る
と
の
質
問
が
あ
り
、
地
方
交
付
税

が
減
少
す
る
こ
と
か
ら
、
公
共
施
設

の
再
編
整
備
や
、
各
種
団
体
の
補
助

金
、
人
件
費
の
削
減
等
を
検
討
し
た

上
で
、
平
成
36
年
度
ま
で
の
財
政
計

画
を
策
定
し
、
こ
れ
か
ら
の
稲
敷
市

の
方
向
性
を
示
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
公
共
交
通
バ
ス
と
ス
ク
ー

ル
バ
ス
に
つ
い
て
で
す
。
企
画
課
へ

の
質
問
で
は
、
新
利
根
小
学
校
が
4

月
か
ら
開
校
さ
れ
る
が
、
公
共
交
通

バ
ス
と
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
用
方
法

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
の
か
と
の

質
問
が
あ
り
、
教
育
委
員
会
と
は
担

当
者
レ
ベ
ル
で
協
議
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
横
断
的
に
協

議
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
当
委
員
会
総
意
の
意

見
と
し
て
、
公
共
交
通
バ
ス
と
ス

ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
地
域
交

通
全
体
と
し
て
捉
え
、
企
画
課
が
中

心
と
な
っ
て
検
討
し
て
い
く
べ
き
で

あ
る
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

付
託
さ
れ
た
13
議
案
全
て
に
お
い

て
、
全
会
一
致
に
よ
り
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し

た
。

委
員
長
　
松
戸
　
千
秋
　

第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ

れ
た
10
議
案
の
う
ち
、
主
な
審
査
経

過
と
概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

議
案
第
12
号　

一
般
会
計
補
正
予

算
の
う
ち
、
保
護
室
所
管
の
質
疑
で

は
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
の
臨
時
特

例
基
金
事
業
に
関
す
る
質
疑
が
あ

り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
福
祉
事
務
所
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
３
点
だ
て
で
行

う
事
業
で
、
福
祉
事
務
所
に
あ
た
る

市
が
住
宅
費
の
補
助
を
す
る
も
の
で

あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
高

齢
福
祉
課
所
管
で
は
、
民
生
費
寄
付

金
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
こ
の
寄

付
は
市
内
の
２
社
か
ら
受
け
、
高
齢

福
祉
目
的
の
寄
付
と
し
て
は
過
去
数

年
で
初
め
て
で
あ
る
こ
と
。
こ
の
寄

付
は
高
齢
者
支
援
事
業
も
し
く
は
敬

老
事
業
の
財
源
に
充
て
ら
れ
る
予
定

で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
21
号　

平
成
26
年
度
一
般

会
計
予
算
で
は
、
社
会
福
祉
課
関
係

で
は
、
地
域
自
立
支
援
協
議
会
に
つ

い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
現
在
、
医
療

関
係
者
、
学
識
経
験
者
な
ど
、
18
名

で
構
成
さ
れ
、
全
体
で
の
活
動
に
加

え
、
４
つ
の
部
会
で
の
活
動
も
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
。
原
則
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
研
修
会
、

勉
強
会
の
経
費
が
予
算
化
さ
れ
て
い

る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

児
童
福
祉
課
の
審
査
で
は
、
保
育

士
等
処
遇
改
善
臨
時　

特
例
事
業
の

内
容
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
こ

の
事
業
は
民
間
保
育
所
の
保
育
士
の

処
遇
改
善
を
す
る
も
の
で
あ
り
、
年

度
末
に
は
、
保
育
士 

各
自
へ
の
支

払
い
の
確
認
を
し
、
県
に
報
告
を
す

る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
市
民

課
所
管
で
は
、
個
人
番
号
制
導
入
後

の
住
基
カ
ー
ド
に
つ
い
て
の
質
疑
が

あ
り
、
個
人
カ
ー
ド
の
使
用
が
始

ま
っ
て
も
、
以
後
10
年
間
は
住
基

カ
ー
ド
利
用
の
猶
予
期
間
が
設
け
ら

れ
て
い
る
の
で
、
市
と
し
て
も
10
年

間
は
併
用
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い

き
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

生
活
環
境
課
の
所
管
で
は
、
消
防
団

員
数
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
県

内
で
一
番
の
分
団
員
数
と
、
一
番
安

い
報
酬
と
い
う
こ
と
を
考
慮
し
、
団

員
の
削
減
と
、
報
酬
の
引
き
上
げ
を

検
討
し
て
い
た
が
、
先
の
災
害
が

あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
国
か
ら
分
団

員
数
の
増
員
を
求
め
ら
れ
、
国
、
県
、

消
防
団
、
財
政
等
と
協
議
を
し
な
が

ら
対
応
を
し
て
い
き
た
い
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

付
託
さ
れ
た
10
議
案
全
て
に
お
い

て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。
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常任委員会の審査経過と結果

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
　
大
湖
　
金
四
郎
　

第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ

れ
た
14
議
案
に
関
す
る
主
な
審
査
概

要
並
び
に
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。議

案
第
21
号
、
一
般
会
計
予
算
の

う
ち
、
農
政
課
所
管
で
は
、
農
産
物

生
産
団
体
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て
の

質
疑
が
あ
り
、
各
種
補
助
団
体
へ
の

補
助
金
の
詳
細
な
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
商
工
観
光
課
所
管
で
は
、
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
、
昨
年
15
％
の
プ
レ
ミ

ア
ム
率
を
20
％
に
引
き
上
げ
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後

は
商
品
券
利
用
の
追
跡
調
査
も
必
要

で
は
な
い
か
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し

た
。
建
設
課
所
管
で
は
、
道
路
新
設

改
良
事
業
に
お
い
て
、
あ
ず
ま
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
付
近
の
市
道
東
２

−

11
号
線
の
建
設
状
況
に
つ
い
て
の
質

疑
が
あ
り
、
担
当
者
か
ら
詳
細
な
説

明
が
さ
れ
ま
し
た
。
都
市
計
画
課
所

管
で
は
、
市
営
住
宅
管
理
費
に
お
い

て
、
市
営
中
山
住
宅
24
戸
の
下
水
道

接
続
に
よ
る
水
洗
ト
イ
レ
化
工
事
に

２
、
９
４
７
万
４
千
円
を
計
上
し
た

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
委
員
か

ら
は
、
事
業
に
係
る
財
源
内
訳
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
、
そ
の
他
の
特
定

財
源
に
つ
い
て
は
、
入
居
者
の
使
用

料
で
あ
る
こ
と
が
答
弁
さ
れ
ま
し

た
。議

案
第
31
号
、
水
道
事
業
会
計
予

算
で
は
、
基
幹
収
入
で
あ
る
給
水
収

益
に
つ
い
て
は
、
消
費
税
率
の
改
正

か
ら
前
年
対
比
で
１
、
３
５
３
万
４

千
円
の
増
額
。
ま
た
、
資
本
的
収
入

で
は
、
工
事
負
担
金
等
が
前
年
度
対

比
で
４
、
１
８
７
万
９
千
円
の
減
で

あ
り
主
に
圏
央
道
建
設
関
連
事
業
が

終
了
す
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
資
本
的
支
出
で

は
、
配
水
管
布
設
事
業
に
お
い
て
、

圏
央
道
関
連
事
業
の
終
了
等
に
よ
り

４
、
２
２
９
万
６
千
円
の
減
と
な
る

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。委
員
か
ら
は
、

４
月
か
ら
の
消
費
税
の
増
税
に
よ
り

検
針
と
賦
課
は
、
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
４
月
以
前

か
ら
使
用
し
て
い
る
場
合
４
月
検
針

分
は
５
％
課
税
、
４
月
開
栓
の
場
合

は
８
％
課
税
と
な
る
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

付
託
さ
れ
た
14
議
案
全
て
に
お
い

て
、
全
会
一
致
に
よ
り
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し

た
。

◆  

請
願
・
陳
情
に
つ
い
て  

◆

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
希
望
や
意
見
を
、

直
接
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
制
度

と
し
て
請
願
と
陳
情
が
あ
り
、
だ
れ
で

も
議
会
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
請
願
（
陳
情
）
書
は
、
書
面
で
の
み

受
け
付
け
ま
す
。
議
会
事
務
局
ま
で
ご

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

紹
介
議
員
が
必
要
な
も
の
を
「
請

願
」、
な
い
も
の
を
「
陳
情
」
と
呼
び
、

受
理
し
た
請
願
や
審
査
対
象
と
な
っ
た

陳
情
の
議
決
結
果
は
、
提
出
者
に
そ
れ

ぞ
れ
通
知
し
ま
す
。

【
請
願
（
陳
情
）
書
の
提
出
方
法
】

１
．
請
願
（
陳
情
）
の
趣
旨
（
願
意
・

理
由
）
は
、
市
議
会
に
対
し
て
何
を

求
め
、
何
を
し
て
ほ
し
い
の
か
で
き

る
だ
け
具
体
的
に
、
ま
た
、
簡
単

明
瞭
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
必
要
に
応
じ
て
図
面
や
そ
の

他
の
資
料
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

２
．
内
容
の
異
な
る
２
つ
以
上
の
事
項

を
請
願（
陳
情
）す
る
場
合
は
、別
々

の
請
願（
陳
情
）書
と
し
て
く
だ
さ
い
。

３
．
請
願
（
陳
情
）
書
に
は
、
提
出
年

月
日
、
請
願
（
陳
情
）
者
の
住
所
・

氏
名
（
法
人
・
任
意
団
体
の
場
合
は
、

そ
の
所
在
地
・
名
称
・
代
表
者
氏

名
）を
記
載
し
、押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

４
．
請
願
（
陳
情
）
者
が
複
数
の
場
合

に
は
、
代
表
者
の
氏
名
を
記
載
し
、

外
何
名
と
し
て
く
だ
さ
い
。

５
．
請
願
書
に
は
、
紹
介
議
員
１
名
以

上
の
署
名
ま
た
は
、
記
名
押
印
が

必
要
で
す
。

６
．
請
願
（
陳
情
）
書
は
、
原
則
と
し

て
Ａ
４
判
の
用
紙
に
横
書
き
と
し
、

正
本
１
部
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

７
．
受
付
は
、
市
議
会
事
務
局
に
て
随

時
受
理
し
て
い
ま
す
が
、
原
則
と

し
て
毎
定
例
会
（
３
月
・
６
月
・
９

月
・
12
月
）
開
会
予
定
日
の
10
日
前

ま
で
に
提
出
さ
れ
た
も
の
が
、
そ
の

定
例
会
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
以
降
に
提
出
さ
れ
た
も
の
は
、

次
の
定
例
会
に
付
議
さ
れ
ま
す
。

※
請
願
書
・
陳
情
書
に
つ
い
て
不
明

な
点
は
、
市
議
会
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆  

請
願
・
陳
情
に
つ
い
て  

◆

（  本　　文  ）
○○○○○に関する請願（陳情）

（趣旨）　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　

平成　年　月　日
稲敷市議会議長　様

請願書（陳情者）住所
氏名　　　　　㊞

（  表　　紙  ）
平成　年　月　日

○○○○○に関する請願（陳情）

　　（請願書の場合）
　　紹介議員

氏名　　　　　㊞
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委
員
長
　
　根
　本
　
　
　保

副
委
員
長
　
　岡
　沢
　亮
　一

委
　
　員
　
　山
　口
　清
　吉

委
　
　員
　
　大
　湖
　金
四
郎

委
　
　員
　
　根
　本
　光
　治

委
　
　員
　
　松
　戸
　千
　秋

　厳
し
い
冬
も
遠
の
き
、
桜
の
花
の

便
り
が
届
く
今
日
こ
の
頃
と
な
り
ま

し
た
。
市
政
に
お
い
て
も
平
成
26
年

度
予
算
が
成
立
、
新
年
度
に
向
け
進

み
始
め
ま
し
た
。学
校
に
お
い
て
は
、

卒
業
か
ら
入
学
式
へ
と
こ
の
時
期
、

行
く
人
、
来
る
人
、
心
新
た
に
決
意

を
胸
に
身
を
引
締
め
る
時
で
も
あ
り

ま
す
。
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
も

同
じ
よ
う
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
い

か
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
か
研
鑽
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

現
状
に
甘
ん
じ
ず
失
敗
を
恐
れ
ず
新

た
な
企
画
は
な
い
か
常
に
問
題
意
識

を
持
ち
、
こ
の
一
年
努
力
を
し
て
参

り
ま
す
。
読
者
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。（

大
湖

　記
）

傍傍 聴聴
してして

みませんかみませんか

次回定例会開催予定は

月 日　となります。

　市議会は、傍聴できます。
　この３月議会（定例会）では、期間中、のべ
22人の皆さまが傍聴しました。稲敷市役所
東庁舎の２階で当日に受付けています。
　また、議場傍聴ではなく、庁舎１階ロビー
にあるテレビで議会中継を傍聴することも
できます。

　議会の傍聴は、稲敷市役所東庁舎２階で開催当
日に受付けています。傍聴については、
　①　受付時間は午前８時３０分から（先着順）
　②　傍聴の予約はできません
　③　傍聴席は２５席まで
　　　（別途、報道関係５席）
　④　議場で傍聴できなくても庁舎１階のテレビで
　　　議会の生中継を傍聴できます　　　　　など
　以上のことにご注意いただき、傍聴にお越しく
ださい。

　次回の定例会の詳しい日程については、議会事
務局までお問い合わせください。

☎　０２９９ｰ７８ｰ３３９０（直通）
FAX　０２９９ｰ７８ｰ３３９６

6 3

発
行
‥
稲
敷
市
議
会　
編
集
‥
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会　
〒
３
０
０

−

０
７
９
２　
稲
敷
市
結
佐
１
５
４
５　
☎
０
２
９
９

−

７
８

−

３
３
９
０
（
直
通
）

坂本　源　議員逝去
　坂本　源　議員が、平成26年２月８日に逝去されました。享年68歳。

　故坂本議員は、平成11年旧東町議会議員に初当選以来、東町議会経済常任委員会副委員長、議会

運営委員会副委員長を歴任され、稲敷市議会においては、江戸崎地方衛生土木組合議長、議会運営

委員会副委員長、議会選出監査委員を歴任されるなど地方行政の伸展に大きく貢献されました。

　ここに、生前のご尽力に深い敬意を表するとともに、謹んでご冥福をお祈りいたします。


